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『
天
主
実
義
』

の
成
立

柴

田

篤

明
朝
末
期
、
天
主
教
に
改
宗
し
た
中
国
人
の
一
人
に
、
徐
光
啓
（
一
五
六
二
l
一
六
二
一
三
）

が
い
る
。
彼
は
一
五
九
六
年
（
万
暦
二

四
）
、
広
東
の
詔
州
で
イ
エ
ズ
ス
会
士
郭
居
静
（
ラ
ッ
ザ
オ
・
カ
ッ
タ
ー
ネ
オ
、
一
五
六

O
l
一
六
四
O
）
に
出
会
い
、
初
め
て
天
主
教

リ

マ

ト

ウ

に
接
す
る
。
会
試
に
落
第
し
て
在
郷
中
の
一
六

O
O年
、
南
京
に
お
い
て
利
璃
賓
（
マ
ッ
テ
l
ォ
・
リ
ッ
チ
、

一
五
五
二
l
一
六
一

O
）

の
知
己
を
得
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
修
道
士
と
の
交
流
を
通
し
て
西
洋
の
学
術
文
化
を
知
る
こ
と
に
な
る
が
、
入
信
の
機
は
、
ま
だ
熟
し

て
い
な
か
っ
た
。

一
六

O
三
年
の
秋
、
彼
は
再
び
南
京
の
天
主
教
堂
を
訪
れ
る
。
既
に
利
璃
ム
寅
は
北
京
に
行
っ
て
お
り
、
彼
は
、
郭
居
静

と
共
に
教
堂
を
守
っ
て
い
た
羅
如
望
（
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ロ

l
チ
ャ
、

一
五
六
五
l
一
六
二
三
）
に
面
会
す
る
。
そ
の
時
の
様
子
を
、
後

に
利
氏
は
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
あ
て
の
報
告
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
以
下
、
利
璃
賓
の
報
告
書
か
ら
の
引
用
は
全

て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
パ
ス
ク
ワ
l
レ・

M
・
デ
リ
1
ア
が
編
纂
し
た
守
O
Z
ゴ
自
の
Q
〉
Z

E

（
一
九
四
二
、
四
九
）
を
底
本
と
し
た
、

川
名
公
平
氏
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
・
一
一
』
に
よ
る
。
（
〔

〕
内
は
、

デ
リ
l
ア
師
お
よ
び
訳
者
に
よ
る
注
記
）

一
六

O
三
年
、
所
用
で
再
び
ナ
ン
キ
l
ノ
を
訪
れ
、
ジ
ョ
ヴ
ア
ン
ニ
・
デ
ィ
・
ロ
ッ
チ
ャ
神
父
に
会
い
に
行
っ
た
と
き
、
彼
は
神
父

か
ら
小
聖
堂
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
あ
っ
た
聖
母
子
像
を
礼
拝
し
た
。
こ
の
折
に
わ
た
し
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
に
つ
い
て
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
、
彼
は
実
に
注
意
深
く
、
ま
た
喜
ん
で
耳
を
傾
け
た
。
彼
は
即
座
に
そ
の
信
仰
に
従
う
決
心
を
し
て
、
そ
れ
に
つ

四
七



囚
｝＼ 

要
理
』
〔
天
主
実
義
〕

い
て
夜
に
な
る
ま
で
語
り
合
っ
た
。
そ
し
て
ま
だ
印
刷
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
〔
天
主
教
要
〕
と
『
公
教

を
家
に
持
ち
帰
っ
た
。
彼
は
夜
を
徹
し
て
こ
の
二
冊
の
書
物
を
読
み
終
え
る
と
、
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
教

義
に
た
い
へ
ん
満
足
し
た
。
翌
日
に
は

『
〔
キ
リ
ス
ト
教
の
〕
教
義
』

の
な
か
の
祈
議
文
を
暗
請
し
て
訪
ね
て
く
る
と
、
そ
れ
に
つ

い
て
説
明
を
は
じ
め
て
く
れ
る
よ
う
神
父
に
求
め
た
。
新
年
が
近
づ
き
、
故
郷
へ
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
ま
ず
洗
礼

の
問
題
を
片
づ
け
て
お
き
た
か
っ
た
。
（
一
｜
五
七
四
頁
）

こ
う
し
て
、
徐
光
啓
は
連
日
、
教
理
の
勉
強
に
励
ん
だ
の
ち
、
羅
知
望
か
ら
洗
礼
を
授
け
ら
れ
、
「
保
禄
」
（
パ
オ
ロ
）
と
い
う
聖
名
を

受
け
る
。
利
務
賓
は
彼
の
こ
と
を
、
「
そ
の
模
範
と
、
す
ば
ら
し
い
生
き
方
と
、
宗
教
を
論
じ
る
と
き
の
す
ぐ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
、

チ
l
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
大
き
な
活
力
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
」
と
評
し
て
い
る
が

（
一
｜
五
七
二
頁
）
、
徐
光
啓
が
入
信
を
決
意
し
た

時
に
読
ん
だ
書
物
の
一
つ
が
、
報
告
書
の
中
で
『
公
教
要
理
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
利
璃
賓
自
身
の
著
書
『
天
主
実
義
』
で
あ
っ
た
。
明

未
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
手
に
よ
っ
て
多
く
の
漢
文
著
訳
書
が
作
ら
れ
た
が
、
中
で
も
中
国
人
に
対
し
て
、
ま
た
後
世

の
人
々
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
が
、
こ
の
書
物
で
あ
る
。

『
天
主
実
義
』

の
成
立
に
関
し
て
は
、
今
日
ま
で
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
利
璃
費
よ
り
先
に
中
国
伝
道
を
開
始

し
て
い
た
羅
明
堅
（
ミ
ケ
l
レ
・
ル
ッ
ジ
ェ

l
リ、

一
五
四
三
j

一
六
O
七）

の
『
天
主
聖
教
実
録
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
吉
田
公
平

氏
は
、
先
行
す
る
佐
伯
好
郎
氏
と
後
藤
基
巳
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
先
ず
佐
伯
氏
は
、
『
天
主
聖
教
実

録
」
は
「
漢
文
で
書
か
れ
た
る
天
主
教
問
答
」
で
、
「
今
日
我
が
園
の
天
主
教
徒
の
使
用
せ
る

『
公
教
要
理
」
（

P
宮内
U
Z
S
）
で
あ
る
」

が
、
『
天
主
実
義
』
は
「
天
主
教
神
学
の
原
理J
を
説
い
た
も
の
で
頗
る
難
解
の
も
の
で
」
あ
り
、
両
者
を
「
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
」
、
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
藤
氏
は
、
『
天
主
聖
教
実
録
」
の
改
刻
本
と
『
天
主
実
義
」
を
比
較
し
た
上
で
、
「
む
し
ろ
「
実
義
』
は

の
改
補
・
修
整
を
試
み
た
も
の
と
み
て
よ
い
」
と
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
ら
を
う
け
て
吉
田
氏
は
、
佐
伯
氏
の
見
解
が
両
者
の

『
実
録
』

「
お
お
ま
か
な
比
較
論
と
し
て
は
、

や
は
り
正
し
い
」
と
し
、
後
藤
氏
の
よ
う
に
「
直
接
的
な
改
補
・
修
整
本
で
あ
る
と
短
絡
的
に
結
論



す
る
こ
と
に
は
同
意
し
が
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
璃
賓
の
『
天
主
実
義
』
執
筆
の
動
機
を
検
討
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
ん

で
い
る
。中

国
人
を
対
象
に
熱
烈
に
布
教
活
動
を
展
開
し
た
利
璃
買
は
、
実
際
に
中
国
の
知
識
人
と
基
督
教
を
主
題
に
論
議
す
る
う
ち
に
、
中

国
人
か
ら
基
督
教
に
対
す
る
基
本
的
疑
義
を
あ
び
せ
ら
れ
、
ま
た
中
国
人
の
思
考
方
法
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
中
国

に
お
い
て
儒
教
の
占
め
る
重
要
さ
を
認
識
す
る
に
つ
れ
、

い
よ
い
よ
儒
教
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
っ
た
結
果
、
中
国
に
お
け
る

教
理
問
答
書
と
し
て
は
、
『
天
主
聖
教
実
録
」
が
必
ず
し
も
親
切
で
な
い
こ
と
を
反
省
し
、
新
た
な
教
理
問
答
蓄
が
必
要
で
あ
る
と

白
覚
し
、
結
果
的
に
儒
教
を
重
視
し
て
『
天
主
実
義
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
天
主
聖
教
実
録
』

『
天
主
実
義
』

の
関
係
を
考
え
る
に
は
、
利
璃
賓
が
『
実
録
』

の
ど
う
い
う
点
に
問

と

題
を
感
じ
て
い
た
か
、

ま
た
『
実
義
』
に
よ
っ
て
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

『
天
主
実
義
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
特
質
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

そ
の
内
容
や
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
立
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
『
天
主
実
義
』

の
成
立
に
つ
い

て
、
従
来
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
次
の
一
一
一
点
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
と
思

ぅ
。
第
一
は
、
利
璃
賓
自
身
、
『
天
主
実
義
』

の
成
立
過
程
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
。
第

二
は
、
こ
の
書
物
が
利
璃
賓
ら
に
よ
っ
て
当
時
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
。
第
三
は
、
こ
の
書
物
が
扱
っ
て
い
る
内
容

『天主実義』の成立

の
範
囲
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
。
以
上
の
観
点
を
押
さ
え
な
が
ら
全
体
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
序
章
を
締
め

括
る
意
味
で
、
冒
頭
で
引
用
し
た
文
章
の
中
か
ら
分
析
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
ら
か
じ
め
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
利
璃
賓
が
『
天
主
実

と
呼
ん
で
い
る
点
と
、

『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』

差

を
指
し
て

『
公
教
要
理
』

（
（

U
同
門
市
内

E
話回
O

）

『
天
主
実
義
』

（

0
0
2
ユロ回

と

（

υ
F「
F

印
江
吉
田
）

と
い
う
書
物
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
つ
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
九



五。

羅
明
堅
の

『
天
主
聖
教
実
録
』
（
後
述
の
『
新
編
天
主
実
録
』
）

は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
中
国
文
に
よ
っ
て
著
わ
し
た
最
初
の
教
理
書
と

し
て
、

一
五
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
る
が
、
利
璃
買
は
、
こ
の
書
と

『
天
主
実
義
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

な
お
報
告
書
で
は
、
利
璃
賓
は
自
分
の
こ
と
を
三
人
称
で
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、

マ
ッ
テ
l
オ
神
父
は
『
わ
た
し
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
の
問
題
に
関
す
る
公
教
要
理
』
〔
天
主
実
義
〕
を
新
た
に
書
き
あ

げ
て
い
た
。
こ
れ
は
以
前
の
も
の

〔
ル
ッ
ジ
ェ

l
リ
の
『
天
主
実
録
』
〕
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
大
部
に
な
っ
て
い
た
。
以
前
の
も
の

は
短
か
っ
た
ば
か
り
か
、

た
と
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
神
父
を
オ
シ
ャ

l
ノ

〔
和
尚
〕

と
同
じ
名
で
呼
ぶ
な
ど
、
当
時
の
神
父
た
ち
の

恰
好
や
地
位
に
即
し
て
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
版
木
は
破
棄
す
る
よ
う
命
じ
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
も
、
だ
い
ぶ
以

前
か
ら
、
こ
の
本
は
使
わ
な
く
な
っ
て
い
た
し
、
誰
に
も
贈
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
は
皆
が
こ
の
新
し
い
本
を
使

う
よ
う
に
な
り
、
各
地
の
わ
た
し
た
ち
の
家
も
そ
れ
を
書
き
写
し
、

つ
い
に
は
印
刷
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
（
一
｜
三
五
三
頁
）

「
こ
の
こ
ろ
」
と
い
う
の
は
、

一
五
九
六
年
に
江
西
省
の
南
昌
で
住
宅
を
購
入
し
た
頃
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
『
天
主
実

義
」
の
稿
本
が
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
彼
自
身
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
未
刻
の
稿
本
が
書
写
さ
れ
て
広
く
用
い

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
新
た
な
内
容
が
付
加
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、

一
六

O
三
年
の
末
に
、
初
め
て
刊
行
さ
れ
る
。
利
璃

寵
は
、
こ
れ
以
前
に
い
く
つ
か
の
漢
文
著
書
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
報
告
書
の
中
に
、
そ
う
し
た
書
物
の
効
用
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
述

べ
た
箇
所
が
あ
る
。
「
第
五
の
書
」
の
「
第
2
章
」
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
前
述
の

『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
」
と

「
公
教
要
理
』

の
二
書

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
こ
の
地
の
キ
リ
ス
ト
教
に
必
要
・
な
書
物
を
出
版
す
る
許
可
が
異
端
審
問
官
か
ら
届
い
て
い
た
の
で
、

マ
ッ
テ
l
オ

神
父
は
、

ま
ず
初
め
に
、
以
前
、
他
の
神
父
た
ち
の
協
力
を
得
て
翻
訳
し
た
祈
祷
文
ゃ
、
そ
の
ほ
か
新
し
い
信
者
た
ち
に
必
要
な
も



の
を
改
め
て
翻
訳
し
た
。
さ
ら
に
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
〔
天
主
教
要
〕

の
な
か
の
他
の
事
柄
に
つ
い
て
、
特
に
七
つ
の
秘
蹟
に

つ
い
て
、
若
干
の
短
い
説
明
を
つ
け
た
も
の
も
加
え
た
。
・
：
中
略
：
・

一
方
、
神
父
は
こ
の
新
し
い
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
よ
り

も
さ
ら
に
大
部
の
『
解
説
』
を
執
筆
す
る
か
た
わ
ら
、
『
公
教
要
理
』
〔
天
主
実
義
〕
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
神
父
が
何
年
も
以
前
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
は
み
な
そ
の
手
書
き
本
を
使
っ
て
い
た
。
（
二
ー
一
七
頁
）

こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』

し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
天
主
実
義
』

の
完
成
・
刊
行
と
が
、

ほ
ほ
あ
い
前
後

の
改
訂
・
増
補
と
、
『
天
主
実
義
』

の
成
立
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
前
に
先
ず
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
と
い
う
書
物
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
箇
所
で
利
璃
賓
は
、
そ
れ
以
前

の
翻
訳
が
、
必
ず
し
も
原
文
に
則
し
た
正
し
い
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
各
住
院
に
よ
っ
て
翻
訳
が
異
な
り
、
混
乱
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
改
訂
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
向
上
）
。
デ
リ
I
ア
師
の
注
解
に
よ
れ
ば
、

一
六
O
五
年
に
完
成
し
た
こ

の
新
し
い
『
天
主
教
要
』

は
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
主
稿
文
、
天
使
祝
詞
、
使
徒
信
経
な
ど
の
祈
稿
文
や
十
戒
を
、
新
た
に
原
文

に

則

し

て

忠

実

に

翻

訳

し

た

も

の

を

集

め

て

、

（

向

上

注

（

3
）
参
照
）
。
た
だ
、
こ
の
書
物
及
ぴ
「
大
部
の

『
解
説
』
」
は
、
現
存
す
る
利
璃
賓
の
著
述
の
中
に
は
な
く
、
現
存
の
王
豊
粛
（
の
ち
高
一
志
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ

l
ニ、

一
本
と
し
た
も
の
で
あ
る

五
六
六
l
一
六
四
O
）

が
、
利
璃
賓
の
原
本
を
継
承
し
、
完

『天主実義』の成立

の
『
天
主
教
要
解
略
』
（
上
下
二
巻
、

成
さ
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
『
天
主
教
要
解
略
』
の
内
容
は
、
巻
上
が
「
天
主
経
」
（
主
鵡
文
）
「
天
主
聖
母
経
」
（
天
使
祝
詞
）

「
天
主
十
戒
」
「
十
二
亜
破
斯
多
羅
性
薄
録
」
（
使
徒
信
条
・
信
経
）
「
天
主
一
体
三
位
論
」
「
聖
号
経
」
「
限
格
動
西
亜
撒
格
錬
孟
多
」
（
七

つ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
、
巻
下
が
「
形
神
哀
斡
之
行
十
四
端
」
「
真
福
八
端
」
「
罪
宗
七
端
克
罪
七
端
」
「
向
天
主
有
三
徳
」
「
四
宗
常
徳
」

「
身
神
諸
司
（
身
有
五
司
神
有
三
司
こ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
解
略
」
（
解
説
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
利
務
費
の
文
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
各
地
で
必
要
に
応
じ
て
個
々
に
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
が
集
め
ら
れ
、
改
訳
増
補
さ
れ
て
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』

二
ハ
一
五
年
序
、
慎
修
堂
第
三
刻
）

及
ぴ
そ
の
『
解
説
』
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
書
物
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
報
告

五



五

1）書
か
ら
し、

く
つ
か
拾
，っ

て
み
ょ
っ

一
五
九
九
年
頃
の
詔
州
で
、
龍
華
民
（
ニ
コ
ロ

l
・
ロ
ン
ゴ
パ
ル
ド
、

一
五
五
九
l
一
六
五
四
）

は
、
近
隣
の
村
に
あ
ら
か
じ
め
使

者
を
送
り
込
ん
で
人
を
集
め
た
上
で
訪
れ
、
極
西
か
ら
渡
来
し
た
意
図
を
語
り
、
十
戒
を
唱
え
、
更
に
救
世
主
像
を
見
せ
て
、
そ
の
前

に
人
々
を
脆
か
せ
て
礼
拝
さ
せ
た
。
「
人
び
と
は
偶
像
を
捨
て
、
今
後
は
彼
ら
の
造
り
主
と
認
め
る
と
約
束
し
た
。
：
・
中
略
：
・

そ
の

あ
と
で
、
重
立
っ
た
人
び
と
に
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
」
〔
天
主
教
要
〕

を
渡
し
、
次
に
神
父
が
来
る
と
き
ま
で
に
学
ん
で
お
く
よ
う

(2) 

勧
め
た

0 

L一一

五

五
頁

一
六

O
一
年
、
詔
州
の
あ
る
進
士
が
受
洗
す
る
が
、
「
彼
の
母
と
祖
母
は
、
彼
が
洗
礼
志
願
者
と
な
り
公
教
要
理
を
学
ん
で
い
る
頃
、

自
分
た
ち
の
よ
う
に
彼
も
洗
礼
を
受
け
る
よ
う
に
言
っ
て
、
彼
よ
り
先
に
洗
礼
を
受
け
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
『
教
義
』

の
説
明
を

聞
い
て
来
て
そ
れ
を
す
べ
て
二
人
に
伝
え
た
の
で
、
二
人
と
も
公
教
要
理
を
徐
々
に
し
か
も
正
し
く
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
一
ー

五
三
四
頁
）

(3) 

一
六

O
三
年
、
徐
光
啓
が
受
洗
し
た
頃
、
南
京
の
域
外
の
村
に
、
六
か
月
間
手
足
が
麻
揮
し
て
寝
た
き
り
の
男
が
い
た
。
羅
如
望
の

こ
と
を
伝
え
聞
く
と
、
自
分
も
信
者
に
な
り
た
い
の
で
、
家
に
来
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
「
神
父
が
出
向
い
て
、
彼
に
『
キ
リ
ス
ト

教
の
教
義
』
を
渡
す
と
、
彼
は
そ
れ
を
勉
強
し
た
。
教
理
の
勉
強
を
終
え
、
信
ず
べ
き
こ
と
や
果
た
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
す
っ
か
り

教
わ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
。
」
（
一
！
五
七
五
頁
）

凶

一

六

O
二
年
に
北
京
で
受
洗
し
た
リ
・
パ

l
オ
ロ
（
李
応
試
）

年
頃
、
「
新
た
に
出
版
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
〔
天
主
教
要
〕 は

、
熱
烈
な
信
者
と
し
て
、
王
都
の
宣
教
を
助
け
る
が
、

一
六

O
四

の
な
か
で
、
七
つ
の
秘
蹟
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
を
見
て
、
す

ぐ
さ
ま
告
解
の
秘
蹟
を
受
け
た
い
と
望
ん
だ
。
告
解
の
際
、
彼
は
そ
の
罪
を
嘆
き
悲
し
ん
で
涙
を
流
し
、
驚
く
ほ
ど
熱
心
に
そ
れ
を
行

な
っ
た
。
彼
の
手
本
を
見
て
、

ほ
か
に
も
多
く
の
人
ぴ
と
が
、
と
く
に
彼
の
息
子
を
初
め
と
し
て
家
族
の
他
の
者
た
ち
や
そ
の
妻
ま
で

が
、
こ
の
秘
蹟
を
受
け
た
。
」
（
二

l
二
六
頁
）



以
上
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
書
物
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
全
体
を
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
洗
礼
志
願
者
の
準
備
の
た

め
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
中
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
内
容
は
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
（
公
教
要
理
）

と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

問
題
に
な
る
の
は
、
利
璃
賓
の
報
告
書
で
は
、
他
な
ら
ぬ

『
天
主
実
義
』
が
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

を
考
え
る
前
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
お
け
る
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
は
教
理
問
答
（
書
）
、
信
仰
問
答
、
公
教
要
理
（
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
）

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
を
、
洗
礼
・
堅
信
志
願
者
や
子
供
に
教
え
る
た
め
の
書
物
で
あ
る
。

一
口
で
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
、
信
仰
内
容
を
集
約
的
に

表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
中
世
か
ら
あ
り
、
問
答
体
形
式
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
宗
教
改
革
の
時
代
に
は
、

ル
タ
l
の

『
教
理
問
答
』
（
一
五
二
九
年
）
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
『
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
教
理
問
答
」
（
一
五
四
二
年
）
を
初
め
と
し
て
数
多
く
作
ら

れ
、
そ
の
後
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
・
諸
教
会
の
教
理
問
答
の
も
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の

カ
ニ
シ
ウ
ス
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
教
理
問
答
教
育
の
実
際
を
見
て
、

そ
の
重
要
性
を
感
じ
、
『
教
理
問
答
」

（
一
五
五
六
年
）

を
著
し
た
。
ま
た
、

一
五
四
五
年
か
ら
一
五
六
三
年
ま
で
聞
か
れ
た
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
特
別
の
要
請
に
よ
っ
て
、
主
任
司
祭
の
た
め

の
神
学
提
要
が
制
定
さ
れ
る
。

『ロ

l
マ
公
教
要
理
』

（
（
リ
白
丹
市
円
｝
己
的
自
己
的
河

O
自
由
ロ
己
的
）

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ

い
わ
ゆ
る

『天主実義』の成立

る
中
国
伝
道
開
始
の
時
期
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
内
部
に
お
い
て
「
カ
キ
テ
ズ
ム
」
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
代

で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

『ロ

l
マ
公
教
要
理
』

は
、
「
使
徒
信
条
」
「
秘
跡
」
「
十
戒
」
「
祈
り
」
の
、
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
今
日
、
わ
が
国
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
』
は
、
「
第
一
部

秘
跡
と
祈
り
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
神
と
人
間
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
神
と
キ
リ
ス
ト

神
と
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
人
間
の
救
い
」
「
第
二
部

キ
リ
ス
ト

信
者
の
道
徳
」
「
第
三
部

一
五
三



五
四

に
よ
る
救
い
の
わ
ざ
を
信
じ
る
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
の
徳
と
提
。
第
三
に
、
神
の
恩
恵
を
受
け
る

方
法
と
し
て
の
秘
跡
と
祈
り
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
全
体
を
包
む
も
の
と
し
て
、
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
「
使
徒
信
条
」
は
、
救
い
に
関
す
る
信
仰
内
容
を
最
も
集
約
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
信
仰
告
白
文
と

し
て
は
、
二
世
紀
後
半
の
「
ロ

l
マ
信
条
」
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
前
述
の
王
豊
粛
の
『
天
主
教
要
解

略
」
に
「
十
二
亜
破
斯
多
羅
性
簿
録
」
と
い
う
呼
び
方
で
収
め
ら
れ
て
い
る
中
国
文
の
「
使
徒
信
条
」
を
あ
げ
、
そ
の
口
語
訳
を
記
す
こ

と
に
す
る
。

我
信
全
能
者
天
主
罷
徳
肋
、
化
成
天
地
。

我
信
其
惟
一
費
略
、
耶
蘇
契
理
斯
督
、
我
等
主
。

我
信
其
因
斯
彼
利
多
三
多
、
降
卒
、
生
於
璃
利
E
之
童
身
。

我
信
其
受
難
、
於
般
雀
比
刺
多
居
官
時
、
被
釘
十
字
架
、
死
而
乃
煙
。

我
信
其
降
地
獄
、
第
三
日
、
自
死
者
中
復
生
。

我
信
其
昇
天
、
於
全
能
者
天
主
罷
徳
肋
之
右
座
。

我
信
其
日
後
従
彼
而
来
審
判
生
死
者
。

我
信
斯
彼
利
多
三
多
。

我
信
有
聖
市
公
厄
格
動
西
亜
、
聖
神
相
通
功
。

我
信
罪
之
赦
。

我
信
肉
身
之
復
生
。

我
信
常
生
。

亜
孟
。



私
は
、
全
能
の
父
で
あ
る
神
（
天
主
）
が
天
地
を
化
成
し
た
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
神
の
独
り
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
の
主
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

お
と
め

私
は
、
主
が
聖
霊
に
よ
り
て
宿
り
、
処
女
マ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
主
が
苦
難
を
受
け
、
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
時
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
死
ん
で
葬
ら
れ
た
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
主
が
地
獄
に
降
り
、
三
日
目
に
死
者
の
中
か
ら
復
活
し
た
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
主
が
天
に
昇
り
、
全
能
の
父
で
あ
る
神
の
右
に
座
し
て
い
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

お

わ

り

か

し

こ

き

た

私
は
、
主
が
後
の
日
に
、
彼
よ
り
来
っ
て
、
生
き
て
い
る
者
と
死
ん
だ
者
と
を
審
く
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
聖
霊
を
信
じ
ま
す
。

私
は
、
聖
に
し
て
公
（
普
遍
的
）

で
あ
る
教
会
、
及
び
聖
人
と
の
交
わ
り
を
信
じ
ま
す
。

私私
はは

常E肉i、罪
上身だの

のの赦
生5復；し
を勺活；主
信を号
じ信工
まじ土
すま九
。す

υ血
ふ
品
、

1
l
 

ア

l
メ
ン
。

『天主実義』の成立

こ
こ
に
は
、
三
位
一
体
の
神
に
対
す
る
信
仰
が
集
約
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
は
、
こ
の
信
仰
の
内
容
を
語
る
と
共
に
、

信
仰
を
日
常
的
に
支
え
て
い
く
業
と
し
て
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
徳
と
提
、
秘
跡
と
祈
り
が
、
包
括
的
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
利
璃
賓
が
改
訂
・
増
補
し
た
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
」
と
は
、
内
容
的
に
考
え
て
も
、
「
カ
テ
キ

ズ
ム
」
（
公
教
要
理
）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
利
璃
買
は
こ
の
書
に
対
し
て
で
は

な
く
、
『
天
主
実
義
」
に
対
し
て
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

一
五
五



一
五
六

て

『
天
主
聖
教
実
録
』

の
内
容
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
『
天
主
実
義
』
は
『
天
主
聖
教
実
録
』
を
破
棄
し
た
上
で
、
使
用

さ
れ
、
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

四

羅
明
堅
の
『
天
主
聖
教
実
録
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
福
島
仁
氏
に
、
「
『
新
編
天
主
実
録
』
と
そ
の
改
訂
に
関
す
る
資
料
の
諸
問
題
」

と
い
う
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
ず
一
五
八
一
年
に
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
草
稿
が
作
ら
れ
、
そ
の
中
文
訳
に
修
正
や
改
訂
が
施

さ
れ
、

一
五
八
四
年
に
「
新
編
天
主
実
録
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
本
は
、

や
が
て
破
棄
さ
れ
る
に
至
る
が
、
明
朝
最
末
期
の
崇
禎

年
問
、

一
六
四

O
年
前
後
に
、
内
容
や
文
字
を
改
訂
し
て
、
再
び
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
現
在
『
天
主
教
東
伝
文
献
続
編
』

（
台
湾
学

生
書
局
、

一
九
六
六
年
）
に
影
印
本
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
『
天
主
聖
教
実
録
』

で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
後
関
係
か
ら
い
っ
て
、
『
天

主
実
義
』

の
成
立
と
の
関
わ
り
で
問
題
に
す
べ
き
も
の
は
、
『
新
編
天
主
実
録
』

（
イ
エ
ズ
ス
会
ロ
l
マ
文
書
館
所
蔵
）
で
あ
る
が
、
筆
者

未
見
で
あ
る
た
め
、

さ
し
あ
た
っ
て
福
島
氏
に
よ
る
両
本
の
比
較
を
参
照
に
し
な
が
ら
、
『
天
主
聖
教
実
録
』
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。
次
に
各
章
の
見
出
し
を
掲
げ
る
。

真
有
一
天
主
章
之
一

天
主
事
情
章
之
二

解
釈
世
人
冒
認
天
主
章
之
三

天
主
制
作
天
地
人
物
章
之
四

天
神
亜
当
章
之
五

論
人
魂
不
滅
大
異
禽
獣
章
之
六



天
主
聖
性
章
之
七

解
釈
魂
帰
五
所
章
之
八

自
古
及
今
天
主
止
有
降
其
規
誠
三
端
章
之
九

解
釈
第
三
次
与
人
規
誠
事
情
章
之
十

解
釈
人
当
誠
信
天
主
事
実
章
之
十
一

天
主
十
誠
章
之
十
二

解
釈
第
一
面
碑
文
章
之
十
三

解
釈
第
二
面
碑
文
章
之
十
四

解
釈
天
主
勧
論
三
規
章
之
十
五

解
釈
聖
水
除
罪
章
之
十
六

以
上
、

四
l
六
、
八
章
は
、
被
造
物
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

一
1
三
、
七
章
は
、
天
主
の
実
在
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
、

九
l
十
六
章
は
、
天
主
が
人
間
に
降
し
た
規
誠
（
い
ま
し
め
、
守
る
べ
き
こ
と
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
い
る
。
七
章
は
一
一
一
位
一

『天主実義』の成立

体
を
取
り
上
げ
る
が
、
『
新
編
天
主
実
録
』
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
一
章
で
は
、
天
主
に
つ
い
て
何
を
信
ず
べ
き
か
と
い
う
こ

と
を
、
十
二
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
使
徒
信
条
」
に
他
な
ら
な
い
。
羅
明
堅
は
「
此
の
十
二
条
の
事
情
、
設
若
し

中
間
の
一
条
を
も
疑
惑
せ
ば
、
即
ち
是
れ
天
主
を
敬
せ
ざ
る
こ
と
、
其
の
罪
甚
大
に
し
て
地
獄
に
入
ら
ん
」
と
説
い
て
い
る
。
『
新
編
天

主
実
録
」

で
は
、
「
十
一
条
」
で
あ
り
、
内
容
説
明
も
簡
略
で
は
あ
る
が
、
「
使
徒
信
条
」
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
。
続
い
て
羅
明
堅
は
、
「
人
の
善
を
為
さ
ん
と
欲
し
、
天
堂
に
升
ら
ん
と
思
わ
ば
、
必
ず
十
二
条
、
及
び
十
誠
、
及
び
七
条
の
撒
格
練

孟
多
を
遵
信
す
る
を
須
ち
て
、
然
る
後
可
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
二
l
十
四
章
は
「
十
誠
」
、
十
五
章
は
「
修
徳
」
、
十

五
七



五
八

六
章
は
「
秘
跡
」
（
撒
格
錬
孟
多
）

に
つ
い
て
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『
新
編
天
主
実
録
』
で
は
、
付
録
と
し
て
「
天
使
祝
調
」
と

「
主
語
文
」
（
『
天
主
教
要
解
略
』

で
は
「
天
主
聖
母
経
」
「
天
主
経
」
と
表
現
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
天
主
聖

は
、
天
主
と
人
間
の
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
、
信
条
、
十
誠
、
秘
跡
、
祈
り
、
と
い
う
よ
う
に
、
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
内
容
を
全

教
実
録
』

体
的
に
包
括
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
的
に
見
て
、
明
ら
か
に
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
を
目
指
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
書
物
は
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
し
て
は
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
「
十
誠
」
に
つ
い
て
は
各
条
と
も

比
較
的
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
秘
跡
」
に
つ
い
て
は
、
「
七
つ
の
内
容
は
多
く
て
き
ロ
い
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
に

著
す
書
物
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
、
「
保
弟
斯
摩
」
（
パ
プ
テ
ィ
ズ
モ
、
洗
礼
）

の
み
を
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
ま
た
、
量
的
に
も
少
な
く
、
「
新
編
天
主
実
録
」

は
三
十
九
丁
、
「
天
主
聖
教
実
録
』
は
三
十
七
丁
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
全
体
的

に
説
明
が
簡
約
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
指
し
て
、
利
璃
買
は
、
「
以
前
の
も
の
は
短
か
っ
た
」
（
前
掲
）
と
評
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
書
物
の
持
つ
論
調
、
な
ら
び
に
基
本
的
立
場
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
羅
明
堅
が
序
文
の
中
で
、
「
天
主
の
義
理

あ
き
ら
か
に

は
、
閣
発
し
難
い
か
ら
、
こ
の
篇
で
は
二
人
の
問
答
の
形
を
と
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
各
章
と
も
、
概
ね
「
或
日
・
：
。
答
日

：
・
。
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
天
主
教
に
関
す
る
質
問
と
応
答
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
質
問
の
部
分
は
簡
略
で
、

疑
問
や
意
見
を
述
べ
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、
答
え
を
導
く
た
め
の
誘
い
水
と
い
っ
た
感
じ
が
強
い
。
従
っ
て
、
全
体
的
に
言
っ
て
、
定

ま
っ
た
教
理
を
教
え
て
い
く
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
り
、
疑
問
点
や
反
論
を
受
け
つ
つ
、
更
に
説
明
を
展
開
さ
せ
て
い
く
と
い
う
傾
向
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
質
問
の
中
に
、
中
国
人
ら
し
い
問
い
か
け
が
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
世
人
の
天
主
に
関
す
る
誤
解
を
釈
く
」
と
い
う
第
二
章
で
は
、
自
ら
は
天
主
の
義
理
を
「
正
理
」
と
し
た
上
で
、
「
当
世

の
人
が
、
天
主
を
識
ら
ず
に
、
妖
調
が
巷
に
横
溢
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
問
い
か
け
、
そ
の
「
妖
調
」
（
人
を
惑
わ
す
怪
し
げ
な
説
）

を
次
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
る
。
「
世
の
中
に
は
霊
神
（
霊
妙
神
秘
な
も
の
）

は
極
め
て
多
く
、
何
も
天
主
ば
か
り
で
は
な
い
」
と
い
う

者
。
「
天
地
は
至
尊
で
、
他
の
物
の
比
で
は
な
い
」
と
い
う
者
。
「
釈
迦
や
阿
弥
陀
は
真
に
道
果
（
さ
と
り
）
を
成
就
し
た
方
で
あ
る
」
と



い
う
者
。
ま
た
、
「
世
界
に
は
、
霊
神
な
ん
で
も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
者
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
、
天
主
教
に
対
し
て
中
国
人
の
聞

か
ら
出
さ
れ
た
疑
問
の
一
端
と
も
言
え
る
。
更
に
会
士
の
答
え
に
対
し
、
「
汝
は
、
天
は
尊
神
で
は
な
い
と
言
う
が
、
ど
う
し
て
万
物
を

化
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
問
い
か
け
た
り
、
「
天
主
は
な
ぜ
邪
神
（
邪
魔
悪
鬼
）
を
容
認
し
、
こ
れ
を
除
滅
し
な
い
の
か
」

と

疑
問
を
提
示
し
た
り
し
て
い
る
。
以
上
は
、
天
主
の
実
在
、
そ
の
創
造
・
主
宰
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
人
魂
の
不
滅
を
論
じ
た
第
六
章
で
は
、
三
魂
説
の
説
明
を
聞
い
た
後
に
、
「
尊
師
は
、
魂
は
三
種
類
あ
り
、
生
長
と
覚
動
（
知

覚
・
活
動
）
を
扶
助
す
る
二
つ
の
も
の
（
生
魂
と
覚
魂
）
は
、
身
体
が
死
ね
ば
、
身
体
と
一
緒
に
滅
び
る
が
、
精
霊
（
霊
魂
）
だ
け
は
、

身
体
が
死
ん
で
も
、
常
に
存
在
し
て
不
滅
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
断
固
疑
問
を
抱
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
か
、
「
尊

師
は
人
魂
は
不
滅
と
い
わ
れ
る
が
、
私
は
霊
魂
は
身
体
と
一
緒
に
滅
び
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
」
と
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

更
に
ま
た
、
「
人
が
死
ん
だ
後
、
魂
が
不
滅
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
本
家
に
居
て
、
妻
子
家
人
を
顧
み
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
、

尊

師
は
霊
魂
は
永
遠
に
不
滅
と
言
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
不
滅
で
あ
る
か
ら
に
は
、
消
費
使
用
す
る
も
の
が
必
要
で
す
が
、

（日）

用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
魂
不
滅
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
中
国
人
の
関
心
が

一
体
何
を
消
費
使

極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
を
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
天
主
聖
教
実
録
」

の
「
質
問
」

の
内
容
に
は
、
中
国
人
が
抱
い
た
関
心
や
疑
問
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し

か
し
、
そ
れ
も
主
と
し
て
第
六
章
あ
た
り
ま
で
の
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
な
箇
所
に
見
ら
れ
る
く
ら
い
で
、
以
下
後
半
は
、
「
：
・
は
ど
う
い

『天主実義』の成立

う
こ
と
で
す
か
」
式
の
、
形
式
的
な
或
聞
が
設
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
応
答
文
中
の
中
国
思
想
に
関
す
る
論
及
に
し
て
も
、

第
三
章
に
若
干
仏
教
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
く
ら
い
で
、
本
格
的
に
そ
の
内
容
を
論
じ
た
と
こ
ろ
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
天
主
聖
教
実
録
』

と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
、

の
特
徴
を
見
た
上
で
、
利
薦
賓
に
よ
る
そ
の
改
訂
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ど
う
い
う

い
か
な
る
改
善
が
必
要
と
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
書
は
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
し
て
の

役
割
を
持
っ
て
い
た
が
、
内
容
的
に
も
量
的
に
も
、
あ
ま
り
に
簡
略
で
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
。
従
っ
て
、
中
国
文
に
よ
る

五
九



一
六
O

「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
整
備
充
実
が
必
要
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
天
主
教
に
対
す
る
中
国
人
の
疑
問
や
批
判
な
ど
が
必
ず
し
も
十
分
に
踏
ま

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
。
従
っ
て
、
中
国
思
想
に
関
す
る
理
解
を
前
提
に
し
た
上
で
、
中
国
人
の
関
心
や
意
識
に
即
し
た
形
の
、
真
に

中
国
人
向
け
の
解
説
書
の
作
製
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
点
が
、
利
璃
賓
ら
に
課
せ
ら
れ
た
中
国
伝
道
に
と
っ
て
の
緊
急
課
題
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
第
一
の
課
題
に
対
し
て
彼
ら
が
行
な
っ
た
こ
と
が
、
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
改
訂
増
補
、
す
な
わ
ち
先
に
見

た
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
及
ぴ
そ
の
「
解
説
」
の
作
製
で
あ
り
、
第
二
の
課
題
に
対
す
る
対
応
こ
そ
、
利
璃
賓
の
「
天
主
実
義
』
の
執

筆
と
出
版
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
純
然
た
る
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
を
完
全
な
形
で
中
国
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、

中
国
人
と
の
対
話
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
「
中
国
的
カ
テ
キ
ズ
ム
」
を
造
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
利
璃
費
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
は
ほ
ぼ
並
行
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
天
主
実
義
」

が
あ
く
ま
で
も
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
（
公
教
要
理
）

と
呼
ば
れ
た
理
由
は
、

そ
れ
が
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
し
て
の
『
天
主
聖
教
実
録
」
を
承

け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
中
国
的
カ
テ
キ
ズ
ム
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
『
天
主
実

義

の
内
容
を
見
な
が
ら
、
そ
の
点
を
更
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

五

『
天
主
実
義
』
は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
経
緯
の
中
か
ら
登
場
し
た
が
、
刊
行
さ
れ
た
こ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
の

一
例
を
、
報
告
書
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一
六
O
三
年
頃
、
詔
州
で
は
、
次
第
に
天
主
教
が
根
付
い
て
き
て
い
た
が
、
教
徒
た
ち
は
、
街
区
の
地
区
長
た
ち
と
危
険
な
対
立
関
係

に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
教
徒
た
ち
が
偶
像
や
偶
像
画
を
破
壊
し
た
り
燃
や
し
た
り
す
る
の
を
見
て
、
彼
ら
が
官
吏
に
た
い
し
て
龍
華

民
神
父
を
告
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
天
主
教
は
先
祖
の
画
像
や
肖
像
を
破
壊
し
焼
き
払
う
よ
う
命
じ
て
い
る
、
と
い
う
罪
状
を
付

け
加
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
神
父
は
、
天
主
教
が
儒
教
の
教
え
に
背
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
官
吏
と
人
々
の
前
で
証
明
し
た
。
そ
の



頃
、
詔
州
・
南
雄
の
両
府
を
監
督
す
る
道
吏
が
新
た
に
着
任
し
た
の
で
、
神
父
は
、
地
区
長
が
彼
に
同
じ
訴
訟
を
出
し
、
事
情
を
知
ら
な

い
道
吏
が
事
実
と
か
け
は
な
れ
た
考
え
を
持
つ
こ
と
を
恐
れ
た
。

そ
こ
で
神
父
は
彼
を
訪
ね
、
パ
ッ
キ
l
ノ
で
印
刷
さ
れ
た
ば
か
り
の
わ
た
し
た
ち
の
『
公
教
要
理
』
〔
天
主
実
義
〕

を
贈
る
こ
と
に

し
た
。
そ
こ
に
は
わ
た
し
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
に
つ
い
て
多
く
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
た
ば
か
り
か
、
わ
た
し
た
ち
が
チ
l
ナ
を
訪

れ
た
意
図
も
明
快
に
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
（
二
｜
四
二
頁
）

報
告
書
に
散
見
す
る
よ
う
に
、
『
天
主
実
義
』

の
刊
本
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
と
同
様
に
、
ま
た
そ
れ
と
併
用
で
、
洗
礼
志
願
者

の
た
め
の
教
理
テ
キ
ス
ト

（
カ
テ
キ
ズ
モ
）

と
し
て
使
用
さ
れ
も
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
も
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
天
主

教
に
対
し
て
全
く
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
人
、
あ
る
い
は
悪
意
を
抱
い
て
い
る
よ
う
な
人
に
対
し
て
、
中
国
に
お
け
る
天
主
教
伝
道
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
資
料
で
も
あ
っ
た
。
天
主
教
に
対
す
る
関
心
や
好
意
と
は
別
に
、
中
国
人
が
天
主
教
の
内
容
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
、

そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
書
物
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
一
つ
の
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
天
主
実
義
」

は
、
利
璃
賓
や
他
の
修
道
士
た
ち
が
中
国
人
と
実
際
に
対
話
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
利
璃
費
に
よ
っ
て
、
「
こ
の
著
者
（
天
主
実
義
）

は
そ
の
序
文
の
お
か
げ
で
大
き
な
権
威
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
（
報
告
書
一
｜
五

二
頁
）

と
称
さ
れ
て
い
る
、
高
応
京
（
一
五
五
六
l
一
六

O
六
）
の
序
文
三
六
O
一
年
）
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

は
大
西
国
の
利
氏
及
び
其
の
郷
の
会
友
と
、
吾
が
中
国
の
人
と
の
問
答
の
詞
（
こ
と
ば
）
で
あ
る
。

『天主実義』の成立

『
天
主
実
義
』

利
璃
費
自
身
、
刊
刻
時
に
著
し
た
「
天
主
実
義
引
」
の
中
で
、
「
そ
こ
で
、
費
（
わ
た
く
し
）

は
、
中
国
の
土
人
の
質
問
に
我
々
が
答

え
た
内
容
を
記
述
し
て
、

一
帳
の
書
物
を
作
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
報
告
書
の
中
で
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。
四
川

出
身
で
翰
林
院
庶
吉
士
の
黄
輝
（
万
暦
十
七
年
進
士
）

は
、
仏
教
に
帰
依
し
て
い
た
が
、
利
璃
賓
の
漢
文
著
書
を
す
べ
て
読
み
、
余
白
を

埋
め
つ
く
す
ほ
ど
の
書
き
込
み
を
し
て
い
た
。
彼
は
、
特
に
利
璃
賓
の
仏
教
批
判
に
対
し
て
非
難
廟
笑
し
、
そ
の
書
き
込
み
は
、
利
璃
賓

一」ノ、



ムノ、

の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
た
。

神
父
は
ホ
ア
ン
ホ
エ
イ
（
黄
輝
）

の
書
き
込
み
に
対
し
て
護
教
論
を
展
開
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
高
い
地
位
と
権
力
を
持
つ
王

都
の
官
吏
と
そ
れ
以
上
争
い
た
く
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
『
公
教
要
理
』
〔
天
主
実
義
〕

や
他
の
著
書
の
な
か
で
、
彼
に
対
す
る
長

大
な
回
答
を
記
し
た
が
、
反
論
を
加
え
て
い
る
相
手
の
名
前
は
挙
げ
な
か
っ
た
。
（
一
！
五
一
七
頁
）

こ
の
よ
う
に
し
て
様
々
な
形
で
な
さ
れ
た
実
際
の
問
答
を
、

ほ
と
ん
ど
生
に
近
い
形
で
記
述
し
、
ま
と
め
た
書
物
が
、
「
崎
人
十
篇
』

三
六

O
八
年
刊
）

で
あ
る
が
、
『
天
主
実
義
』

は
そ
う
し
た
原
材
料
を
用
い
な
が
ら
、
再
編
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
利

璃
賓
自
身
、
こ
の
書
物
の
論
述
方
法
と
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
報
告
書
「
第
五
の
書
」
の
「
第
2
章」

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
の
神
秘
を
す
べ
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
事
柄
は
受
洗
志
願
者
や
信
者
だ
け

い
く
つ
か
の
重
要
な
神
秘
だ
け
が
、
と
り
わ
け
生
得
の
理
性
で
証
明
で
き
る
も

に
明
か
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
、

の
や
、
自
然
の
光
で
理
解
で
き
る
も
の
だ
け
が
、
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
異
教
徒
に
も
役
に
立
つ

し
、
わ
た
し
た
ち
が
す
ぐ
に
は
行
け
な
い
遠
隔
の
地
で
も
理
解
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
信
仰
や
啓
示
を
受
け
た
科
学
を
必
要
と
す

る
他
の
神
秘
へ
進
む
道
も
聞
け
る
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
天
地
に
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
主
で
あ
り
創
造
主
で
あ
る
者
が

存
在
し
、
た
え
ず
事
物
を
維
持
し
て
い
る
と
か
、
人
間
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
そ
の
善
悪
の
行
な
い
は
来
世
に
お
い
て
神
の
報
い
を

受
け
る
と
か
、
魂
が
他
人
の
肉
体
や
他
の
動
物
の
体
に
転
移
す
る
と
い
う
の
は
、
当
地
に
は
信
奉
す
る
者
も
多
い
が
、
偽
り
で
あ
る

と
か
、
そ
の
他
そ
れ
に
類
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
父
は
こ
う
い
う
も
ろ
も
ろ
の
事
柄
を
、
わ
た
し
た
ち
の
教
会
博
士
の
さ
ま
ざ
ま

な
説
明
や
議
論
を
引
用
し
な
が
ら
証
明
す
る
一
方
で
、
こ
の
国
の
古
い
書
物
を
読
ん
だ
折
に
書
き
留
め
て
お
い
た
多
く
の
権
威
あ
る

一
言
説
を
つ
か
つ
て
証
明
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
著
作
は
大
き
な
権
威
と
信
用
を
獲
得
し
た
。
（
二
｜
一
七
頁
）

こ
の
文
章
か
ら
、
利
璃
賓
が
「
天
主
実
義
』
に
お
い
て
論
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
「
聖
な
る
信
仰
の
神
秘
」
の
す
べ
て
で
は
な
か



っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
と
し
て
の
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
理
性
に
よ
っ
て
理
解
判
断
で
き
る
形
の
議
論
を
用
い
る
と
い
う
論
述
方
法
と
、
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
利
璃
費
は

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
天
主
実
義
』
首
篇
の
冒
頭
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
天
主
の
普
遍
の
教
え
を
説
明
し
、
そ
れ
が
真
実
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
天
主
を

信
じ
る
者
が
多
く
か
っ
賢
い
こ
と
と
か
、
経
典
や
伝
承
の
言
葉
な
ど
に
つ
い
て
は
議
論
せ
ず
に
、
先
ず
拠
り
所
と
な
る
道
理
を
取
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
：
・
中
略

今
あ
な
た
は
、
天
主
め
教
え
の
根
本
を
聞
こ
う
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
私
は
こ
の
道
理
を
ず
ば
り
述

（げ）

べ
て
答
え
ま
し
ょ
う
。
ひ
た
す
ら
、
道
理
に
よ
っ
て
解
剖
分
析
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
『
天
主
実
義
』

で
は
、
天
主
教
信
仰
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
人
が
だ
れ
で
も
固
有

す
る
理
性
（
利
璃
買
は
「
霊
才
」
等
と
表
現
）
に
よ
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
議
論
を
行
な
う
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
つ
ま

り
、
既
成
の
教
理
（
ド
グ
マ
）
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
普
遍
的
道
理
の
探
究
を
め
ざ
す
姿
勢
を

示
し
た
と
こ
ろ
に
、
『
天
主
実
義
』

の
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
中
国
の
儒
教
（
朱
子
学
）
的
知
識
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
受

け
入
れ
や
す
い
語
り
か
け
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
道
理
を
窮
め
る
こ
と
に
対
し
て
自
己
を
聞
い
て
い
く
こ
と
は
、
朱
子
学
に
お
い
て

も
「
居
敬
窮
理
」
の
功
夫
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
『
天
主
実
義
」

で
取
り
上
げ
て
い
る
内
容
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
最
も
関
心
の
あ
る
事
柄
で
あ
り
、
利
璃
．
は
そ
う
い
っ
た
問
題
の
議
論
を
集
中
的
に
展
開
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
百
一
一
体
的
に
い
え

『天主実義』の成立

ば
、
『
天
主
実
義
』

は
、
上
下
二
巻
、
全
八
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、
利
璃
賓
自
身
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
天
主
の

存
在
、
人
魂
と
来
世
の
問
題
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
倫
理
的
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
先
に

の
中
で
、
中
国
人
か
ら
活
発
な
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た
内
容
と
も
重
な
る
が
、
当
時
の
中
国
人
が
天
主
教
に
対

し
て
最
も
関
心
を
持
っ
た
テ
l
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
利
璃
寵
に
と
っ
て
、
『
天
主
実
義
』
は
、
中
国
人
と
の
対

見
た
『
新
編
天
主
実
録
」

話
の
成
果
で
あ
り
、
そ
の
対
話
を
可
能
に
し
た
テ

I
マ
が
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
伝
統
的
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
本

ム
ノ、



一
六
四

来
の
内
容
の
範
囲
や
表
現
方
法
に
捉
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

...... ，、

以
上
、
『
天
主
実
義
』

の
成
立
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、

カ
テ
キ
ズ
ム
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
と
の
関
係
を
考
え
、
さ
ら
に

中
国
人
と
の
対
話
を
重
視
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
中
国
人
に
即
し
た
形
の
教
理
問
答
書
の
誕
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

一
方
で

純
然
た
る
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
を
製
作
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
利
璃
費
は
、
他
方
で
『
天
主
実
義
』

の
よ
う
な
、
自
由
な
形
の
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
紙
幅
も
尽
き
た
の
で
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
を
以
下
に
簡
単
に
指
摘
し
、
問
題
の
検
討

は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
『
天
主
実
義
』

の
中
で
、
中
国
人
と
天
主
教
徒
は
ど
の
よ
う
な
対
話
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
。
ど
の
よ
う
な
テ
l
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

い
か
な
る
議
論
の
展
開
が
見
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
テ
l
マ
は

何
か
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
中
国
人
の
興
味
と
関
心
の
在
り
か
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
さ
ら
に
、

彼
ら
の
思
想
背
景
や
当
時
の
思
想
状
況
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
『
天
主
実
義
』
以
後
、
中
国
天
主
教
の
内
部
に
お
い
て
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。
『
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
』

の
よ
う
な
純
粋
な
「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
系
統
と
、
『
天
主
実
義
』

の
よ
う
な
、
中
国
人
と
の
対
話
を
生
か
し
た
ス
タ
イ

ル
の
系
統
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
両
者
の
関
係
を
見
る
こ
と
は
、
中
国
天
主
教
の
特
質
を
見
る
上
で

重
要
な
課
題
と
い
え
る
。

第
三
に
明
清
期
の
天
主
教
排
撃
運
動
の
中
で
、
『
天
主
実
義
』
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
も
、

中
国
人
と
天
主
教
と
の
対
話
の
、

一
つ
の
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
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（6
）
『
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
（
改
訂
版
）
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行
、
一
九
七
二
年
。

（7
）
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
哲
学
お
、
一
九
八
七
年
。

（8
）
奈
何
当
世
之
人
、
不
識
天
主
、
将
妖
詞
洋
溢
普
世
何
哉
。
有
者
日
、
宇
内
霊
神
極
多
、
不
特
天
主
。
有
者
目
、
天
地
至
尊
、
非
余
物
之
比
。
有

者
日
、
釈
迦
弥
陀
、
真
成
道
果
。
有
者
目
、
世
界
並
無
霊
神
。

（9
）
利
務
費
は
、
報
告
書
「
第
一
の
書
」
の
「
第
印
章
」
の
中
で
、
仏
道
二
教
を
「
偶
像
教
」
と
み
な
し
て
い
る
が
、
「
こ
の
王
国
の
偶
像
の
数
の
多

さ
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
」
（
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
一
』
一
四
O
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
は
っ
き
り
と
不
信
仰
を
表
明

す
る
者
が
い
る
一
方
で
、
信
じ
て
い
る
と
思
い
こ
む
こ
と
で
自
ら
を
欺
く
者
も
お
り
、
大
部
分
の
人
び
と
は
無
神
論
の
深
い
淵
に
落
ち
こ
ん
で
い

る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
（
同
一
四
一
頁
）

（
叩
）
汝
言
天
非
尊
神
、
駕
能
化
成
万
物
哉
。

（
日
）
天
主
何
故
容
其
邪
神
而
不
除
滅
之
也
。

（
ロ
）
尊
言
魂
有
三
事
。
其
扶
助
生
長
覚
動
二
事
、
身
死
則
随
身
而
滅
。
惟
精
霊
一
事
、
身
難
死
、
乃
能
常
存
而
不
滅
。
五
回
国
不
能
無
疑
。

（
日
）
尊
師
所
言
人
魂
不
滅
、
五
口
嘗
聞
人
有
言
霊
魂
随
身
而
滅
如
何
。

（
比
）
人
死
之
後
、
魂
既
不
滅
、
何
故
不
在
本
家
、
而
照
顧
其
妻
子
家
人
乎
。

（
日
）
尊
言
霊
魂
永
不
滅
。
夫
既
不
滅
、
則
必
須
費
用
。
吾
不
知
其
費
用
何
物
也
。

（
日
）
福
島
仁
氏
は
、
前
掲
論
文
で
、
『
新
編
天
主
実
録
』
か
ら
『
天
主
聖
教
実
録
』
へ
の
改
編
の
う
ち
、
内
容
的
に
大
幅
改
訂
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、

『
天
主
教
要
解
略
』
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
リ
ッ
チ
の
開
教
以
来
詳
細
に
説
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
生
と
受
難
、
天
主
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
を
表
わ
す
三
位
一
体
論
に
つ
い
て
、
『
教
要
解
略
」
は
「
使
徒
信

経
」
を
解
説
し
つ
つ
、
ま
た
一
部
で
は
単
独
に
三
位
一
体
論
の
み
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
マ
テ
オ
・
リ
ァ
チ
の
「
天
主
即
上
帝
」
説
か
ら
、
カ
ト

一
六
五
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リ
ッ
ク
教
理
を
中
国
に
お
い
て
さ
ら
に
一
層
深
化
さ
せ
て
説
明
す
る
転
換
点
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
よ
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
「
教
要

解
略
』
以
後
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
の
全
般
が
中
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
く
」
中
で
な
さ
れ
た
、
こ
の
改
訂
は
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
国
人
と
中
国
文
化

へ
の
対
応
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
教
要
解
略
』
は
、
明
末
天
主
教
の
「
カ
テ

キ
ズ
ム
」
と
し
て
、
か
な
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
利
璃
賓
の
時
期
に
作
ら
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
』
の
系
統
を
継

ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
（
5
）
参
照
）
。
本
論
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
天
主
実
義
』
の
執
筆
・
刊
行
と
同
時
期
に
な
さ
れ
た
、
中
国
に
お
け
る

「
カ
テ
キ
ズ
ム
」
の
整
備
編
纂
の
結
果
が
『
教
要
解
略
』
を
生
み
、
ひ
い
て
は
『
新
編
天
主
実
録
』
の
改
編
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
口
）
吾
将
訳
天
主
之
公
教
以
徴
其
為
真
教
。
姑
未
論
其
尊
信
者
之
衆
且
賢
与
経
伝
之
所
云
、
互
先
挙
其
所
拠
之
理

0

・
：
今
子
欲
関
天
主
教
原
、
則

吾
直
陳
此
理
以
対
。
包
佼
理
剖
析
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
一
般
研
究
（
B
）
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
明
清
期
天
主
教
関
係
漢
籍
の
流
入

と
そ
の
影
響
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
代
表
柴
田
篤
）
に
参
加
し
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


